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「女性活躍加速のための重点方針2017」該当箇所

大項目 Ⅲ

中項目 2

小項目 (2)

細項目
②

該当施策名
（事業名）

該当施策の背景・
目的

○

－

○

30年度要求予算額： 103,602 千円

29年度予算額： － 千円

28年度歳出予算現額※1： － 千円
28年度決算額： － 千円

使用割合： － ％

－

－

該当施策概要

Ⅲ　女性活躍のための基盤整備

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

その他（具体的に）

②旅券への旧姓併記の拡大に向けた検討
　 旅券について、平成31年度を目途に、本人からの届出により旧姓を併記することが可
能となるよう、諸外国の運用も考慮に入れつつ、引き続き必要な検討を行う。

（２）旧姓の通称としての使用の拡大

２．女性活躍の視点に立った制度等の整備

旅券への旧姓併記の推進

   女性の活躍を更に加速させるために、女性活躍の視点に立った制度等を整備する観
点から、旧姓の通称としての使用の拡大に向けた取組を進める。

通し番号  174 

機構定員要求

－

　　旅券への旧姓併記について、これまで、その必要性を個別に判断して認めていた
が、今後は、旅券申請者が旧姓の併記を希望し、戸籍謄抄本で旧姓が確認できる場合
には、旅券への旧姓併記を可能とする。また、現行の旧姓の併記方法（身分事項頁の戸
籍上の姓の後に旧姓を括弧書きで記載）は国際的に広く認知されているものではないた
め、出入国審査等の際に無用なトラブルを生じさせ、旅券所持人が不利益を被る可能性
があることから、これらのトラブルを回避すべく、旧姓の望ましい記載方法について、国
際民間航空機関（ICAO)で規定される国際標準や諸外国の運用を考慮に入れつつ検討
し、旅券発給管理システムの改修等を行う。
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分野
－大
項目

９－１

分野
－大
項目

その他関係する分野・大項目等

男女共同参画の視点に立った社会制度・慣行の見直
し

－

－

※１「予算現額」は、歳出予算額、前年度繰越額、予備費使用額及び流用等増減額を加除したもの。

※２「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』に係る
平成２８年度予算内容等について（平成２８年１月）」での施策の整理上の番号を示す。

※３「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』に基づ
く平成２９年度予算案等について（平成２９年２月）」での施策の整理上の番号を示す。

外務省

領事局旅券課
担当府省・担当課

「女性活躍加速の
ための重点方針
2015」での関連施
策（事業）

「女性活躍加速の
ための重点方針
2016」での関連施
策（事業）

「第４次男女共同参
画基本計画」での
関係分野

関連施策（事業）の通し番号※2

関連施策（事業）の通し番号※3

－

主に関係する分野・大項目
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旅
券
へ
の
旧

姓
併

記
の

推
進
に
向
け
た
検
討

平
成
２
９

年
９
月
１
４
日

外
務

省
領

事
局
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旅
券
へ
の
旧

姓
併
記
の
推
進
に
向
け
た
検
討

１
旅

券
へ

の
旧

姓
併

記
の

要
件

を
緩

和
旅

券
へ

の
旧
姓
併

記
に

つ
い

て
，

こ
れ
ま
で

，
そ
の
必

要
性
を

個
別
に
判

断
し
て

認
め

て
い

た
が

，
今

後
は

，
旅

券
申
請

者
が
，
旧

姓
の

併
記

を
希

望
し

，
戸

籍
謄
抄
本

で
旧
姓

が
確
認
で

き
る
場

合
に

は
旅

券
へ

の
旧

姓
併

記
を

可
能
と

す
る
。

２
旧

姓
の

記
載

方
法

を
変

更
旅

券
は

「
国
際
的

身
分

証
明

書
」

と
し

て
の

機
能
を
有

し
て
お

り
，
旅
券

所
持
人

の
円

滑
な

出
入

国
等

を
確

保
す

る
こ
と

が
最
重
要

。
身

分
事

項
頁

に
戸
籍
上

の
姓
の
表

記
の
後

に
旧
姓
を

括
弧
書

き
で

記
載

す
る

現
行

の
併

記
方

法
は

国
際

的
に
広

く
認

知
さ

れ
て

い
る
も

の
で
は

な
い
た

め
，
出
入
国
審
査
等
の
際

に
無

用
な
ト
ラ
ブ
ル

を
生

じ
さ

せ
，
旅
券
所
持
人
が

不
利

益
を
被

る
可

能
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
，
こ

れ
ら

の
ト

ラ
ブ

ル
を

回
避

す
べ

く
，
旧

姓
の

望
ま

し
い

記
載

方
法
に
つ

い
て

，
国

際
民

間
航
空
機

関
（

IC
AO

）
で

規
定
さ

れ
る
国

際
標
準

や
諸

外
国

の
運

用
を

考
慮

に
入

れ
つ

つ
検
討
し

，
旅

券
発

給
管

理
シ
ス
テ

ム
の
改
修

等
を
行

う
。

現
行

の
旅
券
へ
の
旧
姓
併
記

改
修
が
必
要
と
な
る
シ
ス
テ
ム
等

旅
券
発
給
管
理

シ
ス
テ
ム

旅
券
作
成
機

外
務
省

都
道
府
県
，
在
外
公
館

の
旅
券
窓
口

申
請
者

①
申
請

⑤
交
付

④
旅
券
作
成

旅
券
の

身
分

事
項

頁
（
２
頁

）

型
/T

yp
e

発
行

国
/i

ss
ui

ng
 c

ou
nt

ry
旅

券
番

号
/P

as
sp

or
tN

o.

P
 
 
 
 
 
 
J
P
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姓
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T
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en
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A
N
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K
O

国
籍

/N
at
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lit
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 生
年

月
日

/D
at

e 
of

 B
ir

th

J
A
P
A
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0
5
 
M
A
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1
9
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8

性
別

/S
ex

   
   

   
   

  
本

籍
/R
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is

te
re

d 
D

om
ic

ile

F
 
 
 
 

T
O
K
Y
O

発
行

年
月

日
/D

at
e 

of
 is

su
e 

   
   

   
   

   
   

   
所

持
人

自
署

/S
ig

na
tu

re
 o

f b
ea

re
r

0
7
 
N
O
V
 
2
0
1
5

有
効

期
間

満
了

日
/D

at
e 

of
 e

xp
ir

y 
   

0
7
 
N
O
V
 
2
0
2
0

発
行

官
庁

/A
ut

ho
ri
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I
N
I
S
T
R
Y
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F

F
O
R
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N
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F
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R
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A
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A
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<
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F
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0
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0
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<
<
<
<
<
<
<
<
0
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（
１
）
旅

券
に
お
い
て
，
旧
姓
併
記
は
別
名
併
記
の
一

つ
の
形

態
と
整

理
。
別
名

併
記
に
は
，
旧

姓
の
ほ
か

，
配
偶
者
が
外
国
人
で
あ
っ
て

戸
籍

上
は

日
本

姓
を
維
持
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
，
渡

航
の
便

宜
か
ら
必

要
と
さ
れ
る
場

合
，
当

該
外

国
人
配
偶
者
の
姓
を
併
記
す
る
等

の
例

が
あ
る
。

（
２
）
平

成
2
8
年

（暦
年
）
に
旧
姓
併
記
を
含
む
別

名
併

記
を
認
め
た
件

数
（
一
般

旅
券
）
は
，

3
1,

89
5件

（国
内
：

1
1
,1

4
8
件
，
国
外
：

2
0
,7

4
7
 件

）
で
あ
り
，
一
般
旅
券
発
行
数
全
体
（
3,

89
4,

64
0
件
）
の
約

0.
8
％
。
（旧

姓
併

記
に
限

っ
て
の
統
計
は
と
っ
て
い
な
い
。
）

旅
券
に
お
け
る
別
名
併
記
（
旧
姓
併
記
を
含
む
）
の
実
績

旅
券

に
記
載

す
る
氏
名

は
，
戸
籍
に
記
載
さ
れ

て
い
る

氏
名
の
表

記
が

原
則

（
旅
券
法

施
行

規
則
第
５
条
第
２
項
）
。
た
だ
し
，

①
外

国
に
お

け
る
「
旧
姓
」
で
の
活
動
や
実
績
，

②
職

場
で
旧
姓

使
用

が
認

め
ら
れ
て

い
る

者
が
業
務
に
よ
り
外
国
に
渡
航
す
る

必
要

性
が
確

認
で
き
る
場
合
に
は
，
旧
姓
を
併

記
す
る

必
要
性
を

個
別

に
判

断
し
た
上

で
，
旅
券
の
身
分
事
項
頁
に
戸
籍
上
の
姓

の
表

記
の
後

に
括
弧
書

き
に
よ
る

旧
姓
の
併
記

を
認
め
て
い
る
。

現
行
の
旧
姓
併
記
の
運
用

旅
券
へ

の
旧
姓
併
記
に
係
る
政
府
決
定
等

・
男

女
共
同
参

画
・
女
性
活
躍
の
推
進
に
向
け
た
重

点
取
組

事
項
（
H

28
.5

.1
3
男

女
共

同
参

画
会

議
）

「
国

際
的

身
分

証
明

書
で
あ
る
パ
ス
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
，
既
に
一
部

認
め
ら
れ

て
い
る
旧

姓
併
記

の
条
件
緩
和
の
可
能
性
に
つ
き
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。
」

・
ニ
ッ
ポ
ン
一

億
総

活
躍
プ
ラ
ン

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
「女

性
活

躍
の
推

進
（そ

の
２
）
」（

H
2
8
.6

.2
 閣

議
決

定
）

「
旅

券
・
金

融
機

関
口
座
等
を
含
め
旧
姓
使
用
の
現

状
と
課

題
に
つ
い
て
調

査
を
行

い
，
必

要
な
取

組
を
進
め
る
。
」

・
男

女
共
同

参
画
・
女
性
活
躍
の
推
進
に
向
け
た
重

点
取
組

事
項
（

H
2
9
.5

.2
5
 男

女
共

同
参

画
会

議
）

「
旧

姓
の

通
称

と
し
て
の
使
用
の
拡
大

引
き
続

き
，
旧

姓
使

用
の
拡
大
に
向
け
て
検
討

を
加

速
さ
せ

る
べ
き
で
あ
る
。
特

に
，
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
へ
の
旧
姓
併
記
を
進
め

る
と
と
も
に
，
既

に
一

部
認
め
ら
れ
て
い
る
旅
券
へ
の

旧
姓

併
記
の

拡
大
に
向

け
た
検

討
の
ほ

か
，
銀
行
口
座
の
開
設
等
で
旧
姓
使
用

が
し
や

す
く
な
る
よ
う
働
き
か
け
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
」

・
女

性
活
躍

加
速
の

た
め
の
重
点
方
針

2
01

7
( 
H

2
9
.6

.6
 女

性
が

輝
く
社

会
づ
く
り
本

部
決

定
）

「
旅

券
へ

の
旧

姓
併

記
の
拡
大
に
向
け
た
検
討

旅
券

に
つ
い
て
，
平

成
3
1年

度
を
目
途
に
，
本

人
か

ら
の

届
出

に
よ
り
旧

姓
を
併

記
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
よ
う
，
諸
外
国
の
運
用
も

考
慮

に
入
れ

つ
つ
，
引

き
続
き
必
要
な
検
討
を
行
う
。
」

【
参
考

】
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